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π( d x z 、 d y z )軌道と平面型ジメチルグリオキシマト配住子の pπ 車が差および軸配位子ピリジン
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誘導体の pπ 軌道との相互作用が考察されている。またこのような π軌道の相互作用は鉄(I )錯体に
おいてより強いと考察されている。







バルト錯体の合成、わよびその 1 R 、 NMRスペクトルの測定結果が述べられ、 co-s結合に寄与







面型の1 、 2- ジオキシムのコバルト(田)ならびに鉄(I )錯体をとりあげ、中心金属イオンの dπ 軌道
と平面ならびに軸配位子のπ 軌道とが相互作用している事実を主として錯体の酸解離反応および電荷
移動吸収帯の研究から明らかにしている。また、このような dπ 一 pπ相互作用が錯体分子の cis-位
にある配位子聞の電子効果を伝達する役割を有することを提案している。
以上を要するに本論文は従来全く指摘されていなかった dπ-pπ相互作用にもとずく錯体内の電
子伝達を解明している点はなはだ重要な成果であり、その成果は錯体の性質を理解し、これを合成化
学に応用する上に、極めて有意義なものと考えられる。
このように本研究は学術的に意義あるものと考えられ博士論文として価値あるものと認められる。
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